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2020 年 評議員選挙について

4年に1回GTCS投稿歴（共著含）

2020年 評議員選挙の対象 方法

2016年2月1日～2020年1月31日までの投稿 Editorial ManagerのManuscript Number
（GTCS-D-から始まる論文固有の番号）

学術集会参加者アンケート回答 会員ページからＷＥＢ回答

必須条件

なお、以下については2016年度 評議員選挙から適応されています。こちらも併せてご注意ください。

4年に1回

2020年 評議員選挙の対象 方法
2016年第69回（岡山）～

2019年第72回学術集会（京都）の回答

必須条件

今後、評議員の立候補を予定されている皆様へ！ 必須条件が追加されます。詳細はホームページをご覧ください。

心臓血管外科サマースクール 呼吸器外科
心臓血管外科サマースクール2017 呼吸器外科開催

報告

　今年も大好評につき、サマースクールを開催いたします。昨年は、呼吸器外科サマースクール2017（肺の手術にトライしてみよう）が、呼吸器外科学会、ジョンソン・
エンド・ジョンソン、コヴィディエンジャパンとの共催、肺癌学会と呼吸器学会の協賛の下、7月8、9日に神戸医療機器開発センターとニチイ学館ポートアイランドセンター
で開催。医学生40 名、研修医 60 名が参加し、ウェットラボを中心に講義、胸腔鏡手術ドライラボおよびコンテストと盛りだくさんの内容を体験。
　一方、心臓血管外科サマースクール2017（体験と実感！心臓血管外科の魅力）は、心臓血管外科学会と血管外科学会との共催で、8月19、20日にテルモメディカルプラ
ネックスで開催。医学生46 名、研修医 61名が参加し、実際の機器を用いたウェットラボ、ドライラボ、模擬ライブ手術を通して心臓血管外科を実体験しました。共に懇
親会があり、講師や全国の仲間達との交流を深め大いに盛り上がりました。対象は医学生と研修医であり、将来の志望とは関係なく、両外科領域に少しでも興味があれ
ば、一流の講師や仲間と触れ合える場として参加を募ります。結果として、将来の進むべき道へとつながることを期待します。　　【研究・教育委員会 委員長　荻野　均】

呼吸器外科 心臓血管外科

呼吸器外科サマースクール
肺の手術にトライしてみよう　　2017 年7月8・9日  in 神戸

参加者の声

ベーシックコース

◦2017年7月8日、9日に神戸にて呼吸器
外科サマースクールが行われました。スケ
ジュールは「皮膚モデルを使った縫合練
習」「ブタの開腹・閉腹」「ドライラボ実習」
に加え呼吸器外科の先生方の講義、と盛り
だくさんでした。開会式では指定された班
ごとに席に座り班での初顔合わせをしまし
た。医学生になって5年が経ちますが初対
面の方々と何か作業をする機会はあまり無
く、新鮮で緊張しました。
特に印象的だったのはブタの閉胸とドライ
ラボ実習でした。あたたかく、まだ呼吸の
あるモデルを使っての実習は“動きがある”
という難しさに加え“生きている重み”を感
じました。切れば出血する、呼吸で胸郭が
動く、というあたりまえのことはドライラ
ボでは体験できませんし、きれいに整えて
縫合し適切な処置を行えばまた眼を開いて
歩き出すことができると考えると、感謝と
意義と緊張感を感じました。一方ドライラ
ボでは先生方が試行錯誤しながら用意して
いただいた風船やブロックなどを用いて高

得点を狙うものでした。ここでは班員の
「高得点を取るぞ」という応援に後押しさ
れて良い点を取ることができました。団体
ではなく個人での賞をいただくような経験
は人生で初めてで表彰式に一度でも立つこ
とができて嬉しかったです。実習だけでは
なく1日目の夜は立食バイキングで様々な
先生とお話することができましたし、他校
の同学年の方と関わることができとても有
意義な週末になりました。
お声をかけてくれた先生、準備をしていた
だいた先生方、2日間楽しかったです。あ
りがとうございました。
� （女性・学生5年生）

アドバンスコース

◦呼吸器外科サマースクール2017に参加
させて頂きありがとうございました。
去年に引き続き2回目の参加となります。
今回は、呼吸器外科研修後の参加であり、
先生方の手術を見よう見まねで実践出来る
機会でした。
インストラクターの先生の御指導の下、上
葉切除に挑みましたが、血管損傷のトラブ

ルもあり中々うまくいかないものでした。
しかし術中どういったところに注意してい
るか、どういった工夫をしているか、普段
のカメラ持ちでは分からない部分を実践し
ながら御指導頂き、良い経験を得ることが
出来ました。
少人数グループでもあるため、呼吸器外科
医としての様々な経験についても知る事が
できました。シンポジウムでは呼吸器外科
医の先生がどういったキャリアを積まれて
いるか知ることができ、懇親会でも様々な
先生から貴重なお話を聞く事が出来ました。
気管吻合コンテスト、胸腔鏡ドライラボコ
ンテストがありとても良い雰囲気で楽し
く、かつ勉強になりました。
私は外科系志望ではありましたが、呼吸器
外科はあまり考えていませんでした。しか
しサマースクールは私が呼吸器外科医を目
指すきっかけとなりました。
貴重な経験をさせて頂き、主催の先生方、
インストラクターの先生方、その他スタッ
フの方々、本当にありがとうございました。
� （男性・研修医2年目）

インストラクター

◦今年、呼吸器外科サマースクールに初め
て参加させていただきました。勤務する大
学病院内では少人数の研修医・学生さんを
対象にウェットラボを行っていましたが、

全国から集まってくる研修医・学生の皆さ
んとのラボは非常に楽しみでした。担当と
なる研修医の先生4名と自己紹介をした時
はお互いに少しの緊張とぎこちなさがあり
ましたが、ラボが始まるとすぐに「チーム」
になりました。私が担当したグループはウ
ェットラボのローテーションに恵まれ、初
めに摘出心肺で肺門剥離・処理の練習をし
て、手技に慣れたところでブタ中葉切除を
いい緊張感の中で行うことができました。
最後の気管吻合コンテストでは執刀医と第
一助手で各々の役割を理解し、協力して行
うことができており、私自身もうれしく感
じました。懇親会では他施設のインストラ
クターの先生方と交流もでき、0時を過ぎ
ても宴は終わる気配がありませんでした。
少し疲れの見える二日目、研修医・学生の
みならず、私自身も外科医の魅力とプライ
ドを改めて感じることができた兵庫医大・
長谷川誠紀先生のご講演や、事務局の北里
大学の方々のすばらしいアイディアの詰ま
ったドライラボなど、参加者たちは疲れを
忘れて夢中になっていたようで、呼吸器外
科の魅力を感じてもらえたように思います。
最後になりましたが、この貴重な機会を与
えていただいた事務局の北里大学の皆様
や、日本呼吸器外科学会、日本胸部外科学
会、共催メーカーに心から感謝申し上げま
す。� （男性・インストラクター）
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医学部学生コース

◦普段体験できないことをたくさん体験さ
せて頂きました。全く何も体験していない
という事と少しでも体験したことがあると
いう事には大きな違いがあり、そういった
意味で今回はこの様な機会を頂き、とても
ありがたかったです。今後も自分でできる
努力をしていきます。�（男性・学生5年生）
◦学校の実習では体験できないことをさせ
ていただき、とても楽しく良い経験になり
ました。ありがとうございました。
� （女性・学生4年生）
◦大学の授業では経験できないようなウェ
ットラボが楽しく、貴重な時間でした。心
臓血管外科という分野により一層興味が深
まりました。ありがとうございました。ま
た来年も応募させていただきます。よろし
くお願いいたします。�（女性・学生4年生）
◦尊敬している先生方に直に指導して頂き、
またお話も伺うことができ、非常に得難い
経験になりました。学生のうちに先生方か
らお話を伺うことは今後のキャリアプラン
を考える上でとても参考になった。来年も
参加できたら嬉しい。�（男性・学生5年生）
◦AURの一部とCABG縫合のウェットラボ
で先生方がとても丁寧に教えてくださり大
変勉強になりました。またサマースクール
において様々なキャリアの先生方のお話を

聞き、今後の自分のキャリアプランについ
て考えることができました。２日間という
短い間でしたがありがとうございました。
� （男性・学生6年生）
◦企画された先生方の趣向を凝らした企画
がこの２日間でこれでもかというほど詰め
込まれており、大変充実した時間を過ごす
ことができました。普段は自分のまわりに
はあまり心外希望の同級はいませんが、こ
の会では同じような志を持った同世代の学
生と知り合い交流することができ、とても
刺激的でした。� （男性・学生6年生）
◦私が心臓血管外科サマースクールに参加
したのは今回が初めてでしたが、先生方や
スタッフの皆さんの多くのフォローのおか
げで楽しく勉強をさせていただきました。
今回のような機会を得ることができ、皆様
に感謝させて欲しいと思っております。こ
の２日間で特に私が良かったと思ったこと
は、多くの同志と交流が出来、また偉大な
先人たる先生方のお話を聞くことができた
事です。これから研修医そして一人前の医
師を目指す自分にとって、様々な方との縁
ができましたことはとても心強く感じるこ
とが出来ました。� （男性・学生6年生）

初期臨床研修医コース

◦今回初めての参加でした。臨床研修医2
年目での参加がとても悔しく感じました。

もっとより早い段階でこのイベントの事を
知り、参加したかったです。一言でいうと
“ぜいたく”でした。心がわくわくし実際の
手技をさせていただいて感極まる思いでし
た。再度何回も参加させていただきたく感
じました。また同期がこんなにも努力して
いることに対し尻を叩かれた思いです。今
回は本当にありがとうございました。
� （女性・研修医2年目）
◦九州住まいでやや閉塞感があるので、今
回全国の同世代と交流できて良い刺激にな
りました。一流の先生方の話を聞け、たく
さん手を動かす機会があり、心臓外科は面
白いと改めて思いました。今後も同世代の
ライバルに負けないように頑張ります。
� （男性・研修医2年目）
◦この度サマースクールに初めて参加し、
現役の女性医師の方々とお話しすることが
できたこと、日本の最先端で手術されてい
る先生方から直接ご指導いただけたこと、
同じく将来心臓血管外科を志望する同年代
と話せたこと等、沢山の貴重な経験ができ、
とても充実した研修となりました。また来
年、参加できたらとても
嬉しいです。大変お世話
になり誠にありがとうご
ざいました。
� （女性・研修医1年目）
◦女子で同じ心外希望の
人とつながりができた。
手技の時に先生方がずっ
と見てくださって、教え
てくださったのでとても
わかりやすく勉強になっ

た。２日間本当にありがとうございました。
また機会があれば参加させて頂きたいです。
� （女性・研修医1年目）
◦実際に手術に近い環境で吻合すること
で、どのような場面でどうしたら上手くで
きるのか？しやすいのか？角度は？針の持
ち方は？術野への手の入れ方は？体の向き
は？などたくさんのPOINTを悩みながら体
験しアドバイス頂けたことでとても有意義
でした。自分には足りないこと、技術・精
神面含めて知ることができたので、今後ひ
とつひとつを意識しながら練習したいと思
います。� （男性・研修医2年目）
◦今回参加させていただき、様々な先生の
経歴や講義を聞くと、これからの自分の将
来に対して道筋が見えてきたように感じま
した。また、同年代の研修医と会話や意見
交換、手技を競うことで、自分の立ち位置
や情報を知ることができました。これから
の修行に関しても多くの課題を見つけるこ
とができ、励んでいこうと思います。今回
貴重な体験をさせていただき、ありがとう
ございました。� （男性・研修医1年目）

塩瀬　明
所属：九州大学大学院医学研究院循環器外科学
卒業大学：九州大学医学部
略歴：
1995 年 3月	 九州大学医学部卒業
　　　　5月	 �同附属病院心臓外科 医員
2001 年 3月	 �九州大学大学院医学系研究科	

臓器機能医学専攻博士課程早期終了
2008 年 9月	 �クリーブランドクリニック医用生体工学部門 リサーチスタッフ
2011 年 4月	 �ピッツバーグ大学医療センター胸部外科 講師
2013 年 4月	 �テンブル大学病院心臓血管外科 講師
2014 年 9月	 �同 Associate Director of MCS
2015 年 4月	 �同 Director of ECMO
2016 年 3月	 �九州大学大学院医学研究院循環器外科学 教授
2017 年 4月	 �九州大学病院 ハートセンター長
2017 年 6月	 �九州大学病院 ECMOセンター長
趣味：バドミントン、ランニング

塩瀬  明 九州大学大学院医学研究院循環器外科学

新教授
紹介 Patients First

会期	：	2018 年（平成 30 年）10 月 3 日（水）～6 日（土）
会場	：	 �グランドプリンスホテル新高輪  国際館パミール  �

〒108-8612　東京都港区高輪3-13-1

会長	：	荒井 裕国（東京医科歯科大学大学院・医歯学総合研究科 心臓血管外科学 教授）
URL	 ：	http://www.congre.co.jp/jats71/

Postgraduate Course（予定） 
心臓血管外科コース 呼吸器外科コース 食道外科コース

10月3日（水）・10月6日（土） 10 月 3 日（水） 10 月 6 日（土）

主要プログラム
　①合同シンポジウム	 ⑤Surgical Colosseum
　②Techno-Academy	 ⑥クリニカルビデオセッション
　③シンポジウム	 ⑦�一般演題（Featured Abstractセッション、口演、
　④パネルディスカッション	 　Rapid Response、ポスター）

主催事務局：�東京医科歯科大学大学院・医歯学総合研究科  心臓血管外科学�
〒 113-8519　東京都文京区湯島 1-5-45

運営事務局：�株式会社コングレ 
〒 102-8481　東京都千代田区麹町 5-1 弘済会館ビル 
TEL：03-5216-5318　FAX：03-5216-5552　 
E-mail：jats71@congre.co.jp

演題募集期間 2018 年 2 月20日（火）～ 4月24日（火）

第71回日本胸部外科学会定期学術集会
Scientific Creativity

2016年3月1日付で九州大学大学院医学
研究院循環器外科学教授に着任いたしまし
た。このたびはNews Letterの執筆のご依頼
をいただき、大変光栄に存じます。
私は1995年に九州大学を卒業、1998年

に九州大学大学院に入学し、基礎教室にて
虚血再灌流障害に対する研究を行いまし
た。大学院修了後はスタッフとして成人心
臓病、先天性心臓病の外科の研鑽を積んで
きました。
私には印象に残る重症心不全の患者が

います。患者さんはきわめて重篤で補助人
工心臓を装着したものの、感染コントロー
ルに難渋していました。
教室全体回診でも絶望感がただよう中、

感染症専門医にかけあい当時未承認だった
抗生剤に賭けたことを今も覚えています。
藁にもすがる思いが届いたのか、感染が奇
跡的にコントロールでき、移植登録。幸運

にもドナーが1年程度で現れ、2005年に移
植が実現しました。
当時感じたのは、「何故、このデバイス

の感染率は高いのか」という疑問。日本と
アメリカの補助心臓に、大きな差があるこ
とを知り「限られたデバイスでしか日本人
を助けられないのは不公平」という憤りに
近いものと、「世界の最先端を知りたい」
という欲望が、2008年からの留学の動機
となりました。
医師として日本で10数年、アメリカで8

年弱過ごしました。アメリカでは研究、臨
床双方に携わり、臨床インストラクター（助
教）から正規スタッフ（講師）まで経験しま
した。日米双方のシステムの違いもよく分
かっていると思います。
日本とアメリカ、それぞれのいいところ

をバランスよく組み合わせて教室を創って
いく、それが教授としての自分の使命だと

思っています。
私のモットーは「Patients First」。「一人一

人を診る」「全力を尽くす」、これに尽きると
思います。着任後3年目を迎えますが、大学
病院の使命は益々大きくなっています。求
められる現実にしっかりと向き合っていか
なければなりません。常に新しいものへの
探求、研究、検証を行い、良いものは積極的
に取り入れていくつもりです。
これまで何事にも全力で向き合ったこと

で道が開けたと感じています。何が患者に

対してベストなのか、臨床医としての自分の
力をどうやってつけるのかを常に考えられ
る外科医を育成していきたいと思います。
さらに、世界で何が起きているのかアンテナ
を張り巡らせて、様々なものを発信していき
たいと思っています。
德永皓一先生、安井久喬先生、富永隆治

先生、歴代3教授が築いてこられた伝統あ
る教室をさらに発展させるべく、皆様の御
支援をいただきながら全力で頑張ります。
どうぞよろしくお願い申し上げます。

参加者の声心臓血管外科サマースクール
体験と実感！心臓血管外科の魅力　2017 年 8月19・20日  in 神奈川

【会場】
テルモメディカルプラネックス

2018

8 18（土）19（日）・

【会場】 神戸医療機器開発センター（MEDDEC）
 ニチイ学館ポートアイランドセンター

2018

7 7（土） 8（日）・

参加申込など詳細は日本呼吸器外科学会、
日本心臓血管外科学会、当会のHPをご覧ください。

心臓血管外科サマースクール
この夏、君は心臓血管外科の魅力と出会う！

呼吸器外科サマースクール
肺の手術にトライしてみよう

今年も
開催します！

（2018 年1月17日現在 予定）
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１．�2018 年度委員会委員構成と委員承認

2017年11月21日時点での2018年度委員会委
員名簿（案）が提出された。

２．各地区選挙評議員定数の件

2018年は評議員改選の年に当たり、2017年11
月1日までに有権者名簿を作成。11月16日ま
でに2件の異議申し立てがあり、承認された。
選挙評議員定数は290名と決定されており、各
地区別・専門分野別正会員数で配分した選挙評
議員の定数が提案され、承認された。北海道地
区の食道分野は推薦評議員で選出することにな
る。承認された各地区の分野別（心・肺・食）
定数は、北海道16名（13・3・0）、東北19名（12・
6・1）、関東59名（37・19・3）、東京41名（25・
14・2）、中部44名（26・17・1）、近畿55名（32・
21・2）、中・四国23名（13・9・1）、九州33名
（18・12・3）である。

３．�各種委員会報告（年度計画）及び審
議事項

（１）理事会
定款に基づく事業計画書が報告された。
審議事項
１）学術集会運営会社選考方法の再検討
今までは総務委員会が担当し、理事会にてコン
ペを行い、決定をしていたが、地域性や担当者
の問題があり、再検討を行った。その結果、原
則として会長一任とし要望によりコンペをする
ことが提案され、承認された。
２）日本学術会議からの提言「我が国における
臓器移植の体制整備と再生医療の推進」
本会評議員への送付依頼の要望があり、了承さ
れた。
３）倫理に関する外科関連学会協議会からの資料の件
日本外科学会の外科関連学会協議会で検討され
た資料「学術集会への演題応募における倫理的
手続きに関する指針」及び「症例報告を含む医
学論文及び学会研究会発表における患者プライ
バシー保護に関する指針」が提出され、審議し
た。今後、倫理・安全管理委員会でこの資料に
対する意見をまとめ、1月の理事会で本会とし
ての意見を集約し、1月末日までに日本外科学
会に提出予定とすることが承認された。
報告事項
１）会員処分（2 名）を決定し通知した。
２）70 周年記念誌発行の件
第71回学術集会前に発行予定であることが報
告された。また、執筆依頼は全員に承諾をいた
だき1月12日が原稿提出締切日、画像収集は
70周年の対談形式はビデオを収録しているの
でその中から写真を掲載、歴史的な手術映像収
集はピンポイントで施設に依頼予定であること
も報告された。なお、写真掲載については個人
情報に十分注意することが確認された。
３）JATSフェローシップ・JATS/AATS Graham 
Foundation Fellowshipの件
2018年度フェローシップ事業の実施（企業への
寄付金依頼書、会員向け募集開始のご案内と申請
書類等）、トラベルグラント（第71回学術集会と
協力しながら実施）、英文ホームページ（広報委
員会と協力しながら構築）について報告された。
また、JATS/AATS Graham Foundation Fellowship
は心臓2名、肺1名で調整する予定である。

（２）総合将来計画委員会
継続審議事項事案（学術集会、法人格の変更、
正会員制度、役員の定数及び任期）新規検討事
案（理事長選挙、教育施設協議会）、委員会開催
予定、委員構成が報告された。

（３）政策検討委員会
本会法人格について寄付金を受ける意味では認
定NPO法人であり、事業を考えると一般社団法
人である。次回理事会にNPO法人設立運営セン
ターの担当者を呼んで、検討し、今年度中に方
向性を決定予定である。

（４）専門医制度委員会
専門研修カリキュラム整備基準の策定、外科と
サブスペ領域の連動性の確立、外科専門医新規
申請条件の症例経験数の再検討、専門医制度講
習の設定・情報発信の検討、専門医新規及び更
新申請の審査・認定が報告された。

１）心臓血管外科専門医認定機構
機構総会の決定事項（循環器専門医へ要望する
検討会を組織、OFF JT連絡協議会を組織、イメ
ージング論文は不可、サブ領域として整備指針
を作成予定、専門医試験終了）が報告された。
２）呼吸器外科専門医合同委員会
専門医試験結果（新規申請者96名で書類審査合
格92名、筆記試験受験者92名、合格者73名（合
格率79.35％））が承認された。また、新規申請で
症例数をアップする方向であることが報告され
た。

（５）選挙管理委員会
上記２．各地区選挙評議員定数の件で報告済み

（６）推薦評議員候補者選考委員会
評議員選挙終了後、第３回理事会前に委員会を
開催して10人を選出予定である。

（７）会誌編集委員会
委員変更、論文投稿・掲載状況、Original Article 
Accept 率は 44.4 ％、Case Report Accept 率は
30.2％、投稿受付からAcceptまでの平均所要期
間Acceptまでは 65 日、Reject までは 40 日、
AcceptからOnline First掲載までの期間Original 
Article 22日、Case Report 19日、Acceptから冊
子掲載までの期間Original Article 121日、Case 
Report 387 日、掲載数（総掲載数は 114 編中
Original Article 41編、Case Report 48編）、12月
時点での仮IF（2016年1.063）、地方会・関連学
会でのGTCS広報活動の継続、呼吸器に関する
special issueの作成予定、評議員にはレビュー
をしっかりしていただく必要がある等が報告さ
れた。
また、GTCS引用促進資料分野別（Chest/CVS/
Esophagus）論文リスト 2016-2017が提出され、
HPへ掲載することが報告された。

（８）学術委員会
１）Annual Report 2015 の調査完了とreport作成
呼吸器及び食道領域では既に調査が完了した。
心臓血管外科領域はNCD（JCVSD）データから
のコンバーターで自動集計が行われたが、まだ
一部の項目で数値に齟齬があり、検証を行って
いる。既に2年経過しているので総数と分野別
総数は別途集計し、公表予定である。
２）Annual Report 2016 の調査とreport作成
呼吸器領域は集計完了。食道領域は間もなく集
計完了。心臓分野はまだ未着手であるが、2015
年集計でコンバーターFixすれば2016年も集計
可能である。
３）今後の方向性に関する検討
心臓血管外科領域は、2016年のデータまでは現
状の調査項目で、2017年のデータからはなるべ
く激変しないよう、JCVSDのデータを中心とした
アンケートに移行する方向性が承認された。

（９）学術集会委員会
学術集会アンケート結果（例年に比較して回答
率が高く、運営会社の評価も良好）に基づき今後
のあり方、プログラム構成（領域横断的なプロ
グラム、国際化への対応）、外国人名誉会員推戴、
学術集会マニュアルは随時更新、トラベルグラ
ントは国際委員会と協力しながら進める、学術
集会時の本会及び他団体が開催する委員会開催
費用分担ルールを検討することが報告された。
また、学術集会アンケートは早期に回答できる
ようにする、学会不参加の会員も入力できるよ
うにすることが承認された。
１）第 71 回学術集会
会期は2018年10月3日（水）～10月6日（土）、
会場はグランドプリンスホテル新高輪　国際館
パミール、テーマは「Scientific Creativity」、プ
ログラム委員一覧、演題募集期間（予定）は2018
年2月20日（火）～4月24日（火）、主要プログ
ラムはTechno-Academy、Surgical Colosseum、
ラピッドレスポンス、今回は呼吸器を第1日目
と2日目に、食道は2日目と3日目に集約、通常

総会を2日目の朝7時半から開始、委員会は前日
のランチョン前に行い、なるべく学術集会に集
中してほしいなどが報告された。なお、移植学
会と1日目と2日目が重なっているため、情報収
集しながら進める。
２）第 72 回学術集会
会期は2019年10月30日（水）～11月2日（土）、
会場は国立京都国際会館で行う予定である。
３）第 73 回学術集会
会期は2020年10月29日（木）～11月1日（日）、
会場は名古屋国際会議場で行う予定である。

（10）財務委員会
本会が会計管理している団体と決算次期、委員
会スケジュール、委員構成について報告された。

（11）倫理・安全管理委員会
外科関連学会協議会で検討された議題の意見集
約、学術集会における医療安全講習会の企画、医
療事故調査制度の周知と対応、外部調査依頼、ラ
イブ手術対応、学術調査・演題募集・論文提出
の際の倫理審査、委員構成について報告された。

（12）診療問題委員会
年度計画、委員構成について報告された。

（13）研究・教育委員会
審議事項
１）JATS Academy
学会ホームページ内に若手・中堅外科医を対象
に研究・教育の推進を目的とした情報提供を行
う特別サイト（会員のみが入れる）を設置する。
そのサイトのコンテンツに外科手術のビデオコ
ーナーを設置予定であり、現状では、第70回学
術集会で行われたSurgical Technique Session
の中から、目的にふさわしいビデオを委員会で
選出し掲載予定であることが提案され、審議さ
れた。本会としてはビデオ収集の際は同意をと
ってもらうこととした。
報告事項
１）JATS Academy心臓血管外科domainメンバー
心臓血管外科部門は5領域からなり、各部門に
置ける研究・教育を推進・強化するため、当委
員会委員をリーダーとする各分野domainメン
バーを設置する。ただし、domainメンバーは
委員ではないので会議招集等も行わないし、必
要となった際にはその分野内にてメール審議を
行う。
２）ハンズオンセミナー
心臓血管外科では、Off The Job Training連絡協
議会が心臓血管外科専門医認定機構内に設置さ
れ、同委員会での方針に従い、研究・教育委員
会が中心になって実施する。開催に関しては、
学術集会最終日午後が望ましい。
３）日本胸部外科学会研究助成（JATS Research 
Project Award）
中堅向け、若手向けの2つの助成につき、募集中
である。現在、支援を表明している企業は7社で
あり、予算としては総額200万円を予定している。
４）学会主導全国規模調査研究
一次性・二次性大動脈食道瘻の治療成績、進行
性食道癌に対するステントグラフト治療の2つ
を企画中である。
５）Postgraduate Course
第71回学術集会の案が報告された。
６）サマースクール

呼吸器外科サマースクールの決算報告が提出さ
れ、承認された。

（14）広報（Homepage-Internet）委員会
News Letterに正会員名簿を掲載する件、学術
集会特集号の発行、発送に関する経費節減につ
いて検討することが報告された。また、ホーム
ページについては主要ガイドライン、著書・文
献について呼吸器外科は掲載済み、食道・心臓
は掲載予定である。プレスリリースは2015年
の心臓分野のデータがFixされ次第、実施予定で
ある。

（15）総務・渉外委員会
今後、学術集会運営会社選定は会長に一任、災
害時ネットワークの構築等、委員構成について
報告された。

（16）定款改訂委員会
総合将来計画委員会での決定事項をふまえて定
款改訂、委員構成について報告された。

（17）臓器移植委員会
年度計画、日本学術会議からの提言を評議員に
送付することを承認した。

（18）チーム医療推進委員会
News letterや学術集会特別企画を通しての情
報提供と啓蒙、アンケート調査による課題抽
出・解決策の提案、看護系・コメディカル系学
会との積極的連携を進めることが報告された。
関連して、日本外科学会の平成28年度の労働
環境及びチーム医療に関する実態調査のアンケ
ート結果が報告されたが、実際回答しているの
は院長や部長であり、現実が結果に出ているか
は別問題である。なお、日本外科学会では適正
な医師数、病院数を検討中である。

（19）国際委員会
（1）理事会報告事項３）に記載の通り
（20）COI委員会
年度計画、委員構成について報告された。

（21）地方会あり方委員会
第70回学術集会時の評議員会・総会にてグラン
ドデザインが承認いただいたことを受けて、年
度計画が報告された。地方会会費は本会会費と
同時に一括徴収するに伴い、どの程度金額を値
上げするのか。また、地方会と本会の一体化す
ることのインセンティブとして重要なことは、
専門医制度の新規申請に地方会での発表はクレ
ジットになっているが、更新申請者に対しての
クレジットを若干でも認めてもらうよう本会か
ら、心臓血管外科専門医認定機構及び呼吸器外
科専門医合同委員会に申し入れるようにする。

（22）J-MACS委員会
登録状況のまとめであるJ-MACS Statistical 
Reportが学会ホームページに掲載されているこ
とが報告された。J-MACS報告書に関して本学
会誌に掲載することは今後の検討事項である。

４．その他

（１）成人先天性心疾患の横断的検討委員会
先天性心疾患の成人への移行医療に関する提言
が報告された。

（２）血管炎症候群の診療ガイドライン
日本循環器学会から血管炎症候群の診療ガイド
ライン（改訂版）作成に当たり、参加、ご意見依
頼があり、参加で回答することとした。

（３）外科系ガイドライン委員推薦の件
日本心臓血管外科学会、日本血管外科学会、日
本胸部外科学会の3学会に関連するガイドライ
ン作成の外科系班長の推薦については、心臓血
管外科学会から小野　稔先生、日本血管外科学
会から大木　隆生先生、本会からは碓氷理事を
選任し、3人で委員を決めてスピード感を持っ
て決定するよう承認された。

日本胸部外科学会 第1回理事会　2017年11月21日（火）13：00 ～ 16：30

理事会ニュース

2019年度 正会員申請について
● 2018 年 5 月 １ 日（火）	 正会員申請締め切り日
● 2018 年 6 月 15 日（金）まで	 委員会による審査かつ選出結果を理事会に報告
● 2018 年 6 月 20 日（水）まで	 選出されなかった者への結果連絡
● 2018 年 7 月 ２ 日（月）まで	 選出されなかった者からの異議申し立て
● 2018 年 7 月 17 日（火）まで	 異議申し立て者に結果を通知
● 2018 年 8 月 １ 日（水）まで	 選出者に正会員委嘱通知

申請条件等は学会ホームページをご覧下さい。
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日本胸部外科学会 NEWSLETTER

第46回日本血管外科学会学術総会を
2018年5月9日（水）から11日（金）までの
3日間、山形テルサと山形国際ホテルの2
会場で開催させて頂きます。
血管外科の領域ではデバイス進化により
治療体系が大きく変化してきております
が、一方で、デバイス留置に伴う新たな問

題や二期的に必要とされるopen surgeryも
経験されるようになっております。早期だ
けでなく中長期的な成績を検証して、各治
療法の適応、術式を含めたエビデンスを学
会の場で議論すべき時期と考え、上記のテ
ーマとしました。
学術総会では、指定や要望演題を多くし、

それぞれのテーマを熟慮
して学会の意図を明らか
にしました。5つの究め
るシリーズ（脳、脊髄循
環、Type 2 endoleak、内
腸骨動脈、バスクラーア
クセス）の他、7つのシ
ンポジウム、6つのパネ
ルディスカッション、7
つのビデオセッション、

12の会長要望演題を設け、お陰様で920題
と多数の演題応募を頂きました。さらに、
SVS会長（R. Clement Darling III）講演と国際
シンポ、CVIT合同セッション（PAD徹底討
論）、PMDA、CVT、Vascular team、女性医師
の会、の特別企画の他、セッション毎の
keynote lecture、海外招請講演、教育講演、
特別講演として「日本の医療産業と産官学」
「血管外科医に知って欲しい循環器内科の
up-to-date」を予定しました。初日の医療安
全講習会や指導医講習会、最終日午後の教
育セミナーと第2回ステントグラフトワー
クショップも例年通り予定しております。
学会は2会場となりますが数分刻みのシ

ャトルバス運行で全く不便無く移動頂ける
様、また、会場ロビーにも山形地産を展示
するなど工夫を凝らして、山形開催を満喫

していただける様、準備を進めております
ので沢山の会員の皆様のご参加を心からお
待ちしております。
「山形の地で熱く語れ、血管外科の検証
と新時代を」

この度、第35回日本呼吸器外科学会総
会（http://www.umin.ac.jp/oshirase/oct/）
を主催させていただく事になりました千葉
大学の吉野一郎です。この学術集会は、例
年、呼吸器外科医の3分の2以上が参加し
ていることからもわかるように、呼吸器外
科医が最も大切にしている学会であると言
えます。それだけに大きな重責を感じてお

り、身が引き締まる思いでおります。
テーマは私の信条でもあります「アート

とエビデンスに基づいたプラクティスを目
指して」とさせていただきました。新規技
術や最新のエビデンスなどを紹介し、議論
する場を提供することで、多くの呼吸器外
科医が学び楽しめるような企画を心がけて
参りました。そして本会が、新しい呼吸器

外科潮流の喚起の
場となることを祈
念しております。
内容をご紹介し

ますと、シンポジ
ウムとして「慢性
肺疾患を合併した
肺癌の治療戦略」、
「画像支援技術の
縮小手術への応

用」、パネルディスカッションとして「肺移
植の現状と論点」、「末梢小型肺癌における
区域切除後遠隔期の課題」、「IV期肺癌におけ
る呼吸器外科の役割は拡大しているか？」
を用意しております。特別企画として、呼吸
器外科診療の現状と課題を浮き彫りにする
ことを目的とした「呼吸器外科における
consensusとcontroversy」、呼吸器外科領域
における最先端の研究を牽引する方々の
「Research mind と career development」、
そして最新のトピックを紹介する「この一
年のトピック」を企画しております。また、
症例報告は採用されづらくなった昨今の学
術集会ですが、それを補完しかつ楽しめる
企画として「手術イラストコンテスト」を
新しく催す事にしました。要望演題は、こ
れまでの学術集会の流れを汲んで、呼吸器
外科の基幹となる演目を揃えておりますの

で、日頃の臨床と研究の成果を披露してい
ただけるものと存じます。
千葉では25年ぶりの開催となりますが、
主催者一同、清心成功のために務める所存
ですので、是非、皆様に参加していただき
たいと存じております。

編 集 後 記

吉野 一郎 第35回日本呼吸器外科学会総会会長／千葉大学大学院医学研究院呼吸器病態外科学

第35回日本呼吸器外科学会総会について
アートとエビデンスに基づいたプラクティスを目指して

貞弘 光章 第46回日本血管外科学会学術総会会長／山形大学医学部外科学第二講座（心臓血管外科、呼吸器外科、小児外科）

第46回日本血管外科学会学術総会について
Evidence-based Vascular Surgery

今回の紙面は、昨夏のサマースクールの報告に始まり、新教授として九州大学の塩瀬先
生の紹介、理事会ニュースと続き、最後は今年の関連学会の案内でした。途中に、評議員立
候補資格変更の通知、今年のサマースクール、学術集会の案内、正会員申請スケジュールが
入っています。2018年評議員選挙では「学術集会参加者アンケート」回答がなく立候補で
きなかった方々が多数居られると聞いています。２年後はさらにGTCSへの投稿履歴が必要
となりますので忘れないようにしてください。特に市中病院で臨床に没頭されている先生
方に周囲からの声がけをお願いします。本学会の正会員制度のあり方については目下、総
合将来計画委員会で議論中です。元々は数百人いた評議員を定員300人に減らし選挙で選

ぶようにした際に、評議員から格下げされる人たちの受け皿として始まったもののようで
す。会費収入の問題もあり紆余曲折が予想されます。サマースクールでは、学生、研修医、
指導教官が一緒になって熱気にあふれる２日間が毎年繰り広げられています。持続可能な
医療のためには新人のリクルートは重要です。今年も盛会であることを祈ります。今秋の
学術集会では、呼吸器外科セッションを会期３日のうち始めの２日に集約するとの新しい
試みがなされる予定です。胸部外科学会内での呼吸器外科の活性化につながるか注目です。
理事会ニュースなどもツッコミどころ満載なのですが紙面が尽きてしまいました。最後ま
でお読みいただいた方々に感謝申し上げます。	 広報委員会委員長　千田 雅之

貞弘 光章
所属：�山形大学医学部外科学第二講座	

（心臓血管外科、呼吸器外科、小児外科）
卒業大学：東北大学　1981年
経歴：
1955年10月生まれ
1981年　東北大学医学部卒
1984年　東北大学胸部外科
1990年　米国ワシントン大学心臓外科留学
2004年　山形大学医学部外科学第二講座教授
2014年　山形大学医学部副学部長、評議員兼務
趣味：温泉めぐり、旅行、ゴルフ、歴史小説
好きな言葉：吾唯足知、足を知る者は富む

吉野 一郎
所属：千葉大学大学院医学研究院呼吸器病態外科学�
略歴
1987年	 �九州大学医学部 卒業
1989年	 �九州大学医学研究科博士過程（〜平成４年卒業）
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研究院
1994年	 �九州がんセンター 呼吸器科 医員
1995年	 �産業医科大学 第二外科 助手
2004年	 �九州大学大学院 消化器・総合外科学 助教授
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現在に至る


